
目

令和 4年度予算見積調書(2月補正予算) 課室名:

説明事業

医療整備課
担当名: 医務担当、総務・医療企画担当

内線: 3535 (単位：千円)
会計

B22 病院等光熱費等高騰対策支援事業 一般会
計

衛生費 医薬費
項

医務費 病院等光熱費等高騰対策支援事業
番号 事業名

事 業
期 間

令和 4年度～ 根 拠
法 令

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金制度要綱

款

針路 03
分野施策 0303

１　事業概要 ５　事業説明
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3
3-8

昨今の原油価格や物価高騰に伴い、運営経費の増加が
見込まれる病院等の激変緩和措置として、光熱費等の高
騰に係る経費を補助する。

・病院等光熱費等高騰対策支援補助　△108,000千円

（１）事業内容
　　　病院、一般診療所（歯科除く有床及び無床）、分娩取扱助産所、施術所（あん摩・マッサージ・指圧、はり・
　　　きゅうの施術所、柔道整復の施術所）の物価高騰による光熱費等の高騰分に対し、予算の範囲内で補助を行う。

（２）事業計画
　　　病院、一般診療所、分娩取扱助産所、施術所（あはき・柔整）における電気・ガス料金を含む物価高騰の影響等
　　　に対して、負担軽減のため光熱費等の価格高騰分の補助を実施

　　　＜補助対象【補助単価】＞
　　　ア　病院【45千円/床】
　　　イ　一般有床診療所【45千円/床】
　　　ウ　分娩取扱助産所【45千円/床】
　　　エ　一般無床診療所【40千円/施設】
　　　オ　施術所（あはき・柔整）【20千円/施設】

（３）事業効果
　　　光熱費等の価格上昇分を補助することで、病院等における原油価格・物価高騰の直接の影響を緩和し、
　　　医療提供における環境の維持を図る。

（４）補正予算の概要
　　　委託料で契約差金が生じたことによる減額

２　事業主体及び負担区分
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
（電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金）
（国10/10・県0）

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
なし

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
補正後の
予算額国庫支出金

決定額 △108,000 △108,000

現計額 3,464,086 3,464,086 0

― 保健医療部 22 ―

介護・医療体制の充実

0 3,356,086

地域医療体制の充実



 

事業名

単位事業名 予算額 △ 108,000千円

　
（単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

委託料 △108,000 ― 契約差金による減

合計 △108,000 ―

事業内訳書

病院等光熱費等高騰対策支援事業

病院等光熱費等高騰対策支援事業

主な内容


